
音や映像から「部品」を取り出す
ーメディアシーン学習が切り拓く

次世代メディア解析ー

背景・課題：メディア情報処理の新しいパラダイムとして メディアの「中身」を自動解析する枠組を提案
メディアシーン学習 (Media Scene Learning, MSL)：複雑かつ多様な音・映像（メディアシーン）から，
事前知識や参照情報を用いずとも「聞こえる音・映っているもの」を自動的に取り出し学習する枠組
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アプローチ：メディアデータに内在する性質に基づき メディアを構成する主要な要素を自動的に抽出
音響信号：個々の音の生成 / 混合過程を考慮して，所定の信号を最もよく表現する構成音の組合せを特定
映像信号：重要性の判断基準として「目立つかどうか」に着目し，映像中の主要な物体 / 建造物等を特定

到達点：メディアの生成・観測機構を統計的にモデル化した新しいメディアシーン学習技術を考案
音響信号：音声の生成過程の統計モデルに基づく混合音声解析技術 CARS (Composite Auto-Regressive System)を考案
映像信号：初期視覚特性の統計モデルに基づく物体領域自動抽出技術 SBIL (Saliency-Based Image Learning)を考案

音響メディアシーン学習技術 [CARS] 映像メディアシーン学習技術 [SBIL]
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